
令和5年3月9日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：計画的に学年会を行った。

３：計画の９０％程度、学年会を行った。

２：計画の８０％程度、学年会を行った。

１：計画の８０％未満、学年会を行った。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学年・学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

１

６0％
未満 Ｄ

タブレットを日常的に活用し、プログラミン
グ教育を取り入れた授業を実践する。

3

4
89%

〇肯定的な回答が多かったのは、学
習において達成感が得られているこ
とが、楽しい学校生活に結び付いて
いると考えられる。
〇一人1台のタブレット端末を低学年
から操作に慣れ親しむような活動に、
しっかりと取り組めている。
〇直接的な意見交換はもちろんのこ
とICTを活用した意見交流も、どの授
業でも取り入れられるようになってき
ている。
〇「おおたのものづくり」につながる3
年生社会科では学校の近隣の工場
見学や、4年生総合的な学習の時間
ではホタルのかご作り、2年生活科で
は絵本の表紙をリサイクルしたエコ
バック作りなどに取り組めている。
●人権教育に関しては、12月の人権
週間だけでなく、年間計画通り年間
通して児童の人権教育にしっかり取
り組んでいく。また、教職員の人権感
覚も向上させていく。
●体力向上は、コロナ感染拡大の時
期には計画を変更したり中止になっ
てしまった。感染対策を講じて、でき
るだけ実施できるように工夫してい
く。

Ａ 7

〇地域連絡協議会の時に行われることがある「授業参観」で、
外国の人とのコミュニケーションを図る授業を見落としている
ので見学したい。

〇コロナ禍でもコミュニケーション力の育成に力を入れている
状況はとてもすばらしいと思います。
体力向上については今後の検討を願っています。

〇矢口西小学校の特色であるホタルの飼育の活用が楽しみ
です。

〇約９割の児童が「楽しい」と回答しているのは、校長先生を
中心に各先生皆様が日頃から児童のために取り組まれてい
る結果だと思います。引き続き、ICT機器活用も含めた創意工
夫のある学習活動を進めていただきたいです。一方で１割の
児童が「楽しい」と回答していない状況で、ひきこもりや不登校
につながらないようにフォローをしていただきたいと思います。

〇引き続きICT教育に力を入れていただきたい。

○感染対策を実施しながら年間計画を進めることは、容易な
ことではない。児童の居場所が学校なのです。よろしくお願い
いたします。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３

７
０％
以上 Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

児童アンケートの設問
「学校は楽しいです
か」に肯定的な回答を
した児童の割合

４

８
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

〇年2回の「エールウィーク」を通し
て、児童のよいところに目を向けるだ
けでなく、教職員も積極的に声かけを
行った。今後も自己肯定感や自己有
用間の育成に取り組んでいく。
〇いじめ基本方針については、職員
連絡会の際に重要なところについて
確認する時間を設けたり、職員夕会
で生活指導主任がいじめに関する話
をしたりすることで、教職員の意識の
向上が見られた。
〇学校生活調査の結果によるストレ
ス症状の見られる児童に対して、引
き続きスクールカウンセラーや巡回
心理士などを活用していく。
●外部機関との連携も深め、更に組
織的に対応するようにしていく。

3

3

4

4
　

98％

〇校内研究を年間7回実施して、毎
回講師より指導・助言を受け、授業力
向上を目指している。
〇学校・学年が協力して生活指導に
あたり、児童が落ち着いた生活が送
れるように務めている。
●学校公開の授業評価を、個人や学
年だけでなく全教員で共有して、その
後の授業改善に生かしていく。

３：

７0％
以上

２：

６0％
以上

１：

６
０％
未満
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4
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4

4

4

１：

７0％
未満

〇高齢者との交流も、家庭内で経験している児童もいるので
あろうが、「核家族社会」の中で、できるところから高齢者との
「交流が図れる場」があるとよい。
〇「思いやりとはどういうものか？」「感じる経験」をさせてほし
い。「豊かな心の育成」には、経験ほどBest Teacherはないと
感じる。

〇児童の県ケートの結果から学習指導の効果が表れている
と感じます。

〇いじめは、目につかない所でおこる事が多いので気を付け
てほしい。

〇いじめ防止やストレスケア等、学校が児童にとって安全、安
心な場所であり続けるための取り組みを、次年度以降も引き
続きお願いします。

〇問題行動、不登校の生徒さんのケアを忘れずにお願いしま
す。

○いじめは目に見えない暴力です。言葉での指導は誰でも簡
単にできます。成果が伴うことを期待している。

〇「朝マラソン」等は、児童の体質を見極めた上で、校医と連
携を図ってすすめていく必要がある。

〇保護者アンケートの回答率は低いようですが、コロナ禍とい
うこともあると思いますので、より一層取り組みを進めてくださ
い。

〇運動能力が落ちていると聞いております。よろしくお願いし
ます。

〇３年間のコロナ禍において体を動かす機会の現象や体力低
下が懸念される中、学校での運動の機会を確保していく取り
組みは重要だと思います。

○令和５年から改築工事が始まります。運動場が長きにわ
たって制限されます。学童の健康管理のためにもこれからの
代案をお示しください。

〇我が国の小学校教育の特徴として、「学級担任制」の特徴
で（自分の私見と思うが）個の児童の人格を学年全体で、共有
できる環境を育ててほしい。

〇委員会、研修など良く取り組んでいると思います。

〇日々の教員業務が多忙な中でも、多くの先生が授業力向
上に向けた取り組みを進めていることは大変重要なことと感じ
ました。

○教職員の皆様、ありがとうございます。

3

3

〇学力の向上には、基礎的なことでよいので、例えば、５と６
をたすとなぜ１０進法において１１になるのか？ということを教
えてほしい。自然界にある数の数え方なのだろうが、2進法も
あることも理解の一部として認識させることだけでも、これから
重要だと思う。

〇授業改善推進プランなどは作成するだけでなく、授業に生
かしてこそと考えます。今後の指導に期待します。

〇児童の考えや発想は大切なのでよろしくお願いします。

〇習熟度別指導が予定展開数に届かなかった原因の振り返
りを通じて、次年度の計画作りに活用していただければと思い
ます。

〇児童の考えや発想を大切にした授業をお願いします。

○学力向上は、最終的な結果です。左記の授業改善プランも
必要ですが、児童が教えてほしくなるプランも導入してほしい
です。

〇夏休み前に全学年の各教科にお
ける授業改善プランをしっかりと作成
している。
〇児童の考えや発想を共有したり、
話し合ったりする活動を取り入れた
授業を、ほとんどの教員が行えた。
●算数の習熟度別指導を、今年度は
予定の展開数で実施できなかった。
次年度は計画通り取り組むことで、児
童の学力向上と算数学習の充実を更
に図っていく。

7

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

朝マラソンや、やにしーランドには児童とと
もに参加し、児童に運動への興味・関心を
もたせる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を育成するために、児童のよ
いところを認め、個性を伸長するような声
かけや指導を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学年会を計画的に行い、学習面・生活面の
情報を共有した。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

児童の考えや発想を大切にした授業をす
るように心がけた。

１

７
０％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

保護者や地域に、子どもたちの様子を伝え
るために、学校だよりや学年だよりの内容
や、保護者会の持ち方などを工夫してい
る。

4
８１%

３

７２%

２：

７
０％
以上

１：

６
０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：

８
０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇感染対策を講じながら、PTA・おや
じの会・スクールサポートによる行事
や活動が昨年度よりも活発に行えた
のはよかった。
児童にとって楽しい活動がたくさんあ
り充実していた。
〇地域や保護者の方に国語の毛筆
指導や校外学習の見守り、ホタルの
飼育の仕方など多くの協力を得られ
た。これらの学習を計画的に実施し
学習成果を上げるとともに地域を愛
する心情を培っていく。

●HPについては、学年によって更新
回数に差が出てしまった。次年度は、
できるだけ差が出ないよう組織的に
取り組んでいきたい。
●学校便りや学年便りの配布方法の
一つに電子化も検討していく。

〇「児童の社会性」を育てる上で、コロナ禍ではあるが、地域
社会でどのような人々が生活しているのか、「福祉」「経済」
「人生観の多様性」他に「生きる力」と言葉で容易に片づけら
れない「社会人として身に付けていかなくてはならないこと」人
間が生きていく上で一生の課題であり生きがいとは何か？「執
着」「情熱」をもって育てられる教育環境を意識し、理解してほ
しい。

〇情報のより一層の発信を願っています。

〇コロナの中、大変だと思います。

〇地域活動、行事が今後ますます再開に向けて動き出してい
くと思います。その中で、学校と地域が関わる機会が以前の
ように戻っていくことで、より良い関係性を築いていくことが大
切だと思います。

〇引き続き、PTAでご協力させていただきます。

○教員の方はもちろん、学校運営に陰で支えてくださった
方々、ありがとうございます。令和５年度より改築工事が行わ
れます。児童たちに悪影響なきよう頑張ります。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

３

88.
６%

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄
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3

令和４年度　大田区立矢口西小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・大正９年に、矢口村立矢口西尋常小学校として開校し、今年度１０２年の歴史のある学校である。前身の江戸時代に開かれた豊岡塾から数えると、下丸子の地に約２００年の歴史を刻んでいる。
・現在は普通学級２１学級、特別支援学級２学級、全校児童６７９人の比較的大規模な学校である。
・昭和に建てられた鉄筋校舎が老朽化し、現在新校舎の設計が進み、次年度より仮校舎建設が始まる。
・平成２１年に作られた「ほたるの里」では、地域の方々の協力で４年生の総合的な学習の時間「ほたるの学習」をしたり、近くに多摩川があるので地域の方や保護者と連携し5年生の総合的な学習の時間「ガサガサ」体験をしたりしている。

児童アンケートの設問
「自分のよさを見つけ
たり、自分の成長を感
じたりしましたか」に、
肯定的な回答をした
児童の割合

保護者アンケートの設
問「学校は地域の力を
子どもたちの教育活
動に生かしている」
に、肯定的な回答をし
た保護者の割合。

目標に対する成果指標

２

６
０％
以上

４：

80％
以上

2

72％

5

3

4

Ｂ

３：

８0％
以上

２：

７0％
以上

４：

80％
以上

４

９
０％
以上

３

８
０％
以上

２

７
０％
以上

２：

６0％
以上

１：

６
０％
未満

B

〇体育を専門的に研究する教員が中
心となり、授業づくりの工夫や授業改
善に取り組むことができた。学校全体
に体育の授業力の向や教具の充実
などの効果をあげることができた。
〇週に1回の朝マラソンは児童に定
着している。参加人数を更に増やす
よう担任のお働きかけを積極的に行
う。〇児童アンケートの「すすんで運
動していますか」という項目では、７
８％と保護よりは高い結果であった。
しかし、80％以上を目指すために、次
年度は休み時間の遊び方などについ
ても指導していく。
●次年度半ばから、仮校舎建設のた
め校庭が半分使用できなくなる。そこ
で、休み時間の遊び場所や体育の活
動場所など、屋上の活用を更に工夫
していきたい。
●体育、休み時間、各種行事の内容
を工夫し、運動習慣の確立を推進す

各種研修会・研究会、
保護者アンケート、学
年会などを通して、授
業力・生活指導力の
向上に取り組んだ教

員の割合。

保護者アンケートの設
問「お子さんは運動に
親しんでいますか」
に、肯定的な回答をし
た保護者の割合

Ａ

６年生が３学期に行
う、東京ベーシックドリ
ル確認テストの合格
者（満点）の割合
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Ｃ

Ｄ

４：

９
０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

90％
以上

Ｄ

３：

７0％
以上


